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１年報は、1 9 9 6 年度に奈良凶立文化財研究所がおこなった調査・研究・聯業の報告で

ある。

２年報は全体で３分冊より織成されており、年報I I には飛烏藤原宮跡発掘調査部がお

こなった発掘調査の報告を、年報Ⅲには平城寓跡発掘調査部がおこなった発掘調査

の報杵を掲載している。そして年報Ｉには、両調査部の発掘調査報告をのぞく各種

の調査・研究・事業を収録した。

３執兼肴は各項に明記したが、執筆者のないものについては、担当部局の協力を得て、

編集者がまとめた。

４年報１．１１．１１１では、いずれも当研究所の刊行物について、以下の略号を用いた。

『奈良|玉|立文化財研究所年報199 5』→『年報199 5』

『飛鳥・藤原宮発掘調査報告ⅡI 』→『藤原報告ⅡI 』

『平城宮発掘調査報告Ｘ』→『平城報告Ｘ』

『飛鳥・藤原宮発掘調盃概報2 5 』→『藤原概報2 5 』

『昭和6 0 年度平城常跡発掘調査部発掘調査概報』→『昭6 0 平城概報』

『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報1 0 』→『藤原木簡概報1 0 』

『平城宮発掘調査出土木簡概報3 0 』→『平城木簡概報3 0 』

５年報の装岐は柴永文夫氏による。締集・レイアウトについては、財団法人千里文化

財団出版部・柴永蛎務所が協力した。

６年報Ｉの編集は浅川滋ﾂ ) ・寺崎保広、年報1 1 の編集は- F 閉剛道、年報Ⅲの編集は加

藤真二が担当した。
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